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 ＬＥＤ電球の性能表示方法に関する研究 

 

 

 

 

 

１．概要 

近年のＬＥＤ電球の急速な普及によりＬＥＤ電球の扱

い方や特性などが良くわからないまま消費者の手に渡っ

てしまい市場を混乱させてしまう実態がある。本研究で

は各メーカーの様々なＬＥＤ電球を調べ適切な場所に安

全に有効に取り扱うことを目的とし、消費者がＬＥＤの

特性を理解しないまま購入することによる市場の混乱を

避け、よりよくＬＥＤ電球が照明器具として普及してい

く際の性能表示の問題点について考察した。 

 

２．研究の目的と背景 

ＬＥＤ電球は１９９３年に青色発光ダイオードが開発

され一気に実用化に近付いた。それまでは青色発光ダイ

オードが無かったため白色の光を作ることができなかっ

たが青色発光ダイオードが開発されたことにより白色の

光を出すことのできるＬＥＤ電球が開発された。更にＬ

ＥＤの研究が進み白熱電球等の照明器具に代わり、ＬＥ

Ｄ電球が照明器具として用いられることが多くなってき

た。しかしＬＥＤ電球の急速な普及によりＬＥＤ電球の

扱い方や特性などが良くわからないまま消費者の手に渡

ってしまい市場を混乱させてしまう実態がある。ＬＥＤ

電球を照明器具に取り付ける際、ＬＥＤ電球の形状や大

きさが一般白熱電球と異なる場合は、取り付けできない

等の設備的な問題点もある。ＬＥＤ電球が普及するにあ

たってＬＥＤそのものの技術開発による性能向上も大切

だが、市場に出回るにあたってＬＥＤ電球の特徴を理解

し安全かつ安心に活用することが大切である。本研究で

は各メーカーの様々なＬＥＤ電球を調べ適切な場所に安

全に有効に取り扱うことを目的に、消費者がＬＥＤの特

性を理解しないまま購入することによる市場の混乱を避

け、よりよくＬＥＤ電球が照明器具として普及していく

際の問題点について考察する。 

 

３．研究方法 

 家電量販店や展示会などに足を運びカタログやパンフ

レット、メーカーの出しているＬＥＤ電球の詳細等から

データを収集する。収集したデータを基に消費者の立場

からＬＥＤ電球を調査して性能表示方法を考察していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 一般照明用電球代替表示区分（JIS C 7501） 

 

４．研究結果 

（１）現在の性能表示に関するルール 

消費者が製品を正しく認識し、選択を容易にするための

重要なポイントは次の３点である。 

(a) 光源としての性能を明確に表示する必要がある。 

消費者がＬＥＤ電球を適切に部屋に設置できるように

パッケージ等での光源性能は、全光束（単位：ルーメン、

記号：ℓm）を前面に掲げ、消費電力、光源色を表示する

ことにし光源としての性能を分りやすく表示すべきであ

る。更に、光束(ルーメン)とはどういった意味を持つ単

位なのか理解を深めるような工夫が必要である。 

(b) 白熱電球など代替表示の条件を定める必要がある。 

代替表示の条件を製造者が好き勝手に決めたのでは、

消費者の混乱を招くことになる。客観的な指標を業界全

体に定め更にその指標を消費者がよく理解する必要があ

る。 

(c) 他の光源や照明器具との比較表示するためのルール

を定める必要がある。 

他の光源や照明器具との照明効果の比較は、主に照度

をパラメータとした省エネルギー効果を比較説明する場

合によく用いられる。照度は、光源や照明器具の配光の

影響を受ける。特性の違いからくる。実用上の任意点は

理解できるのだが、これらをどのような形で表現できれ

ば消費者が理解しやすい表示法になるのかは考慮すべき

点が多い。 

（２） 光源としての性能表示 

光源としての性能表示とは次の通りである。ＬＥＤに

よる一般照明用電球代替及び小形一般照明用電球代替は、

全光束（定格初光束）、消費電力及び光源色を表示する。 

また、平均演色評価数などもあわせて表示することが望

 

1160
1520
2400
3330

電球  80 形相当
電球 100 形相当
電球 150 形相当
電球 200 形相当

定格初光束（ｌm）
170
325
485
640
810

区分
電球  20 形相当
電球  30 形相当
電球  40 形相当
電球  50 形相当
電球  60 形相当
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ましい。平均演色評価数とはいかに基準光源による色彩

を忠実に再現しているかを指数で表したもので、原則と

して 100に近いほど演色性が良いと判断される。 

（３） 代替表示の条件 

一般照明用電球代替表示 

社団法人 日本電球工業会のガイドラインでは一般照明

用電球代替は、JIS C 7501に基づいて白色仕上げタイプ

及びそれを補完するために追加した市販ランプの定格初

光束（表１）以上であるものに対して、例えば「電球40

形相当」などと表示することができる。 

（４） 光の広がり方と配光性 

図１は白熱電球である。白熱電球の光り方はソケット

周辺まで光が届く。電球を中心に床面に近いところから

光が広がる。部屋全体を明るく照らすことができる。 

図２は電球型蛍光灯である。白熱電球と同じようにソ

ケット付近にも光が届く。しかし遠くまでは光が届かな

い印象である。 

 図３はＬＥＤ電球である。光源部を中心に、ほぼ球形

に光が拡散する。電球の横方向、ソケット付近への光の

回り込みが弱いが光は遠くまで届く印象である。 

 

図１白熱電球 

 

 

図２ 電球型蛍光灯の光 

 

 

図３ ＬＥＤ電球の光 

表２ 電球の比較(1日 6時間 年間約 2000時間使用) 

 

（５）ランニングコスト 

ＬＥＤ電球の特性として長寿命という点がある。白熱電

球の寿命が１０００時間なのに対してＬＥＤ電球は４０

０００時間と長寿命である。さらに消費電力が一般的な

白熱電球５４ワットなのに対しそれに相応するＬＥＤ電

球は９ワットである。現段階ではＬＥＤ電球は初期投資

が白熱電球や蛍光灯に比べると高いものになってしまう

が長い目で見ればランニングコストが既存の電球より安

く済む事は明らかである。表２は白熱電球、電球型蛍光

灯、ＬＥＤ電球の年間を通じてのコストである。また本

研究では 1ｋｗ時 22 円として算出する。 

 

５．結論 

電球形ＬＥＤランプは、既存の電球に代替して使用す

ることができ、省エネルギーと長寿命化を実現できるの

で、手軽な省エネルギー手段として急速に普及が進んで

いたが特に２００９年秋には、大手各社が市場に製品を

出すに至り、一般消費者にも広く省エネ商品として認知

されるようになった。今回ＬＥＤ電球の特性等をまとめ

ていくにつれ消費者が抱えている問題やＬＥＤ電球と既

存の電球をどのような使い分けが行われているかを把握

した。電球６０Ｗ相当と表示されているにもかかわらず、

交換後に暗いと指摘される点だが、これは、ＬＥＤ電球

の性能表示等がメーカー間で未統一であり、ＬＥＤ電球

を選択するのに十分な情報が、消費者に正しく示されて

いなかったためと考えられる。ＬＥＤ電球のガイドライ

ンが制定されてメーカーによる表示の曖昧さが緩和され

現在も急速に普及しているＬＥＤ電球が正しく市場に出

回る手助けになるだろう。既存の電球とＬＥＤ電球の住

み分けについては現在白熱電球の生産が終わりつつある

中、一般家庭の照明は蛍光灯とＬＥＤ電球になりつつあ

る。今蛍光灯を使っている場合や特に換える必要がない

場合などは無理にＬＥＤ電球に換える必要は無いと考え

られる。適材適所に既存の照明器具とＬＥＤ電球を時代

の流れに沿って使い分けられれば良いと考えられる。 
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